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平成 24 年度第 11 回（2 月）理事会議事録 

 

◇ 日 時： 平成 25 年 2 月 18 日（月）午後 19 時 00 分～20 時 15 分 

◇ 会 場： 社団法人 大阪府臨床検査技師会事務所 

◇ 出席者： 運天、竹浦、吉本、荒木、田畑、井戸田、出野、酒井、栗本、清水、杉山、増田、宮野、 

     山西、山田、久保田、後藤、栗本監事、事務（出口） 

◇ 欠席者： 高田、山中幹事 

◇ 議 長： 運天 

 

【 討議内容 】 

Ⅰ．行動報告（1 月分） 
別紙参照 

 

Ⅱ．経過報告 

1. 日臨技＆近臨技  

・1 月 25 日（金）日臨技情勢報告会が開催された。 

・1 月 25 日（金）日臨技連盟責任者会議が開催された。 

・1 月 25 日（金）日臨技賀詞交換会が開催された。 

・1 月 26 日（土）日臨技全国幹事会が開催され、会長思案として平成 25 年度事業計画・予算が報

告された。また、7 支部からの質問・要望事項について討議した。 

2. 事務局 

〈総務部〉1月 16 日（水）に部会を開催した。 

・大臨技のみの会員の会費納入について検討した。 

・平成 24 年度第 2回定期総会について検討した。 

・大臨技会員証および大臨技ニュース制作業者について検討した。 

・教育施設卒業予定者に対する会長賞選出について検討した。 

・教育施設への入会案内について検討した。 

・CMS 化対応予算案について検討した。 

・賛助会員への対応について検討した。 

・大臨技ニュース 1 月号を発行した。 

・大臨技ホームページを更新した。 

〈会計部〉1月 16 日（水）に部会を開催した。 

・12 月度収支決算書を作成した。 

・1 月分事務員給料および事務経費を送金した。 

・平成 25 年度事業予算案を作成した。 

〈渉外部〉1 月 15 日（火）に部会を開催した。 

  ・大臨技・大放技合同フォーラム（1 月 19 日開催）の進捗状況について説明を行った。 

  ・日臨技公益委託事業案（HIV 対策）（1 月 26 日 17：30～19：30 近畿医療にて開催予定）案につ

いて説明を行った。 

  ・手話講演会（2 月 2 日 15：00～16：45、近畿医療にて開催予定）の進捗状況について説明を行

った。 
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  ・献血推進活動（日程調整中）の進捗状況について説明を行った。 

  ・平成 25 年度事業計画について討議を行った。 

4.  事業局   

〈情報組織部〉1 月 17 日（木）に部会を開催した。 

・第 29 回技師長会（平成 25 年 2 月 23 日開催予定）の運営について討議した。 

・来年度事業の開催日程について検討した。 

〈地区事業部〉1 月 17 日（木）に部会を開催した。 

  ・施設連絡者会（平成 25 年 3 月 16 日(土)、大阪産業創造館 6 階会議室にて開催予定）について以

下のとおり決定した。 

    テーマは、「当直・夜間帯における検査対応について」とする。 

    アンケートは Web 上で行うこととした。 

  ・「マタニティカーニバル 2013」の開催日が平成 25 年 7 月 6 日・7 日に決定した。 

〈学術部〉1 月 8 日（火）に部会を開催した。 

・第 8 回学術部講演会の内容について検討した。 

  ・平成 25 年度の事業計画および予算書について最終確認をした。 

 

Ⅲ．他、報告 

1. 看護の日実行委員会について（運天会長） 

・3 月 12 日（火）に委員会が開催される予定である。 

・杉山理事が当委員会の担当者となる。 

・協力金は前回と同じで 50,000 円である。 

2. 平成 25 年度予算案について（荒木常務理事） 

・予算の振分けについて説明があった。 

3.  叙勲について（吉本副会長） 

  ・平成 25 年秋の叙勲受賞候補者として、元大臨技副会長の阿波島 清氏を推薦したが、残念ながら

候補対象から漏れた。 

4.  臨時総会議事録の誤記について（吉本副会長） 

・大臨技ホームページ掲載の「平成 23 年度臨時総会議事録」において、公益法人化に伴う定款変

更議案への質疑に対する回答の記載部分に行ずれが生じていたため異なる内容となっていた。 

訂正するとともにホームページで広報した。 

5. 公益法人移行申請の進捗状況について（運天会長） 

  ・公益認定委員会に１月に申請を行い、結果待ちの状態である。 

6. 平成 25 年度大臨技年会費納入に関する広報について（栗本理事） 

  ・平成 25 年度大臨技年会費納入について、3 月末時点で会費入金状況を確認し、未納者に対して

個別に対応する予定である。 

7. 企業主催研修会の後援依頼について（井戸田理事） 

  ・ニプロ㈱から「第 11 回近畿 SMBG・糖尿用セミナー」（3 月 9 日開催）の後援依頼があり、承認

された。これに伴い、ニプロ㈱に対し賛助会員への入会依頼もすることとした。 

8. その他 

1）その他の後援等依頼について 

  ・大阪滋慶学園から「就職フェア 2013」（5 月 13 日開催）の後援依頼があり、承認された。 
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  ・「マタニティカーニバル 2013」（7 月 6 日・7 日開催）の後援依頼があり、承認された。 

  ・情報組織部チーム医療部門「多職種公開講座第 10 回内視鏡検査部会」（2 月 25 日開催）につい

て、大臨技と味の素製薬との共催依頼があり、承認された。（出野理事） 

  2）1 月 26 日(土) 日臨技の全国幹事会が開催された。（清水理事） 

    ・平成 25 年度事業計画・予算が報告され、7 支部からの質問・要望事項について討議された。 

  3）衛生検査所精度管理専門委員の推薦について（運天会長） 

・堺市については、田畑常務理事と酒井理事が留任という形で推薦する。 

・東大阪市については、北野病院の田畑氏と芦屋病院の上田氏が留任という形で推薦する。 

関西医科大学附属枚方病院の大倉氏を、大阪医科大学の池本氏と交代という形で推薦する。 

4）データ標準化について（竹浦副会長） 

  ・2 月 2 日（土）にデータ標準化推進事業の報告会が開催され活発な討議がなされた。 

  ・参加施設は増加傾向にある。 

 

Ⅳ．議 題  

1. 平成 24 年度第 2回定期総会について（吉本副会長） 

・平成 24 年度第 2回定期総会（平成 25 年度予算総会）タイムスケジュール（案）に沿って説明が

あり、検討した。 

2. 平成 25 年度大臨技会員証および大臨技ニュースについて（荒木常務理事） 

  ・印刷業者の選考については、総務・会計部会に一任することとした。 

3. その他 

  1）組織運営規程の変更について（運天会長） 

  ・大臨技組織運営規程について一部文言の削除（役員、常務理事会等）および変更した大臨技組織

運営規程案が提出され、討議の結果、承認された。 

  2）日臨技連盟について（運天会長） 

  ・1 月 25 日に日臨技連盟執行委員会が開催された。 

・新年度役員として、日臨技の宮島会長が日臨技連盟の代表として承認され、その他の常任執行委

員についても承認された。 

・米坂知昭氏の参議院選に出馬については、日臨技連盟が支援をすることとなった。大臨技も推薦

することとした。 

  ・日臨技連盟の加入者名簿を日臨技ホームページで公表することとした。 

    以上 


